











































































































也 1）、久松　大介 1）、林　　貴子 1）、林　　晴美 1）、
山田　忠則 2）、粕谷　由子 2）
近年頻発する大規模地震に対する安全管理対策はいかなる分野でも
講じられている。震災時の医薬品管理も常日頃から万全な安全管理
対策が求められ、その機能の維持は災害医療を遂行する上で不可欠
なものである。適正かつ安全管理の重要な医薬品が多い手術室もそ
の1つである。落下、衝撃での容器破損のよる吸入麻酔薬の施設へ
の充満は手術室の機能を壊滅するだけでなく人命への影響も懸念さ
れる。そこで当院は手術室の吸入麻酔薬が大規模地震に耐えられる
だけの十分な安全対策の基で保管・管理されているかを岐阜市消防
本部の協力により起震車に保管状況を再現し評価した。
この結果を踏まえ、薬剤部でも医薬品の安全管理対策の見直しと再
確認を行った。薬剤部は災害医療では重要な機能を果たすべく任務
を担い、災害時には測り知れない被害を受けることが予測されるが
その規模を最小限にくい止め、医薬品の確保、使用可能な機器の分
別、可能な限りのライフラインと部員が安全に作業する場を確保し、
本来の災害時の薬剤部の任務を遂行できる体制を短時間で復旧しな
ければならない。錠剤棚、散剤棚の転倒による医薬品の散乱、水剤・
アンプル・バイアルの破損、保冷庫や大型薬品棚の転倒や移動によ
る通路や扉の閉鎖など考えられるすべての障害に利便性だけでなく
安全管理の視点からも薬剤部の機能が損なわれないような対策が必
要である。
災害時の被害を最小限にくい止めるための1)薬品棚の床や壁面への
固定　2)爆発性、混触発火、引火性を持つ危険物質は転倒防止の整っ
た場所に区別保管　3)アンプルの抗がん剤などガラス容器の落下破
損対策　など当院薬剤部での安全管理対策を報告する。
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